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小
幡
篤
次
郎
の
「
中
等
社
会
」
構
想
と
士
族
観
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一
、
は
じ
め
に

二
、「
中
等
社
会
の
隆
盛
を
冀
望
す
」

三
、
小
幡
の
士
族
観
・
農
工
商
観

四
、
福
沢
諭
吉
の
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
論
と
徳
富
蘇
峰
の
「
中
等
民
族
」
論

五
、
終
わ
り
に一

、
は
じ
め
に

　
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
初
編
の
共
著
者
で
も
あ
る
小
幡
篤
次
郎
（
一
八
四
二
（
天
保
一
三
）
～
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
））
は
、
一
八
六

四
（
元
治
元
）
年
慶
応
義
塾
に
入
塾
し
て
以
来
、
福
沢
と
行
動
を
共
に
し
な
が
ら
慶
応
義
塾
で
の
講
師
や
塾
長
を
歴
任
し
た
人
物
で

あ
り
、
著
作
の
面
に
お
い
て
も
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
初
編
や
『
会
議
弁
』
の
共
著
者
、『
文
明
論
之
概
略
』
お
よ
び
『
分
権
論
』
執

筆
の
手
伝
い
等
、
福
沢
の
著
作
作
業
に
助
力
し
た
人
物
と
し
て
主
に
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
は
「
福
沢
諭
吉
が
最
も
頼
り
に
し
た
人
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物
（
（
（

」、「
慶
応
義
塾
を
補
佐
し
た
第
一
人
者（（
（

」、「
福
沢
の
片
腕
、
あ
る
い
は
第
二
バ
イ
オ
リ
ン（（
（

」
と
い
っ
た
評
価
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

確
か
に
近
代
日
本
思
想
史
に
お
い
て
、
福
沢
と
の
関
連
以
外
に
、
小
幡
と
い
う
人
物
が
固
有
の
思
想
家
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
そ
う
多
く
は
な
い
。

　

一
方
で
、
近
年
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
の
刊
行
作
業
が
行
わ
れ
、
小
幡
を
独
立
し
た
思
想
家
と
し
て
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
試

み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
刊
行
作
業
の
主
体
で
あ
る
「
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
刊
行
委
員
会
」
は
著
作
集
刊
行
の
趣
旨
に
つ
い
て
、「
小

幡
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、
同
時
代
人
に
よ
る
評
価
は
高
い
。
し
か
し
現
在
で
は
、
彼
が
塾
長
や
社
頭
を
務
め
た
慶
応
義
塾
の

中
で
さ
え
、
彼
の
知
名
度
は
決
し
て
高
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
こ
れ
ま
で
伝
記
も
著
作
集
も
編
纂
さ
れ
ず
に
き

た
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
功
績
は
、
福
沢
諭
吉
や
慶
応
義
塾
の
歴
史
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

小
幡
が
果
た
し
た
「
役
割
」
や
「
功
績
」
を
具
体
的
に
究
明
す
る
こ
と
は
、
周
り
と
の
関
係
の
中
か
ら
彼
の
役
割
を
探
る
こ
と
で

は
な
く
、
独
立
し
た
思
想
家
と
し
て
の
小
幡
を
究
明
す
る
作
業
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
小
幡
研
究
は
、
ま
だ
発
展
の
余
地
が

大
い
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
、
小
幡
を
巡
る
先
行
研
究
は
少
な
か
ら
ず
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
主
に
、
彼
が
最
も
力
を
注

い
で
い
た
翻
訳
・
抄
訳
活
動
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
ハ
サ
ン
・
カ
マ
ル
・
ハ
ル
ブ
、
池
田
幸
弘
、
舩
木
恵
子
、
竹
中
龍
範
等
に
よ

り
、
小
幡
の
翻
訳
作
業
と
そ
の
種
本
と
な
る
西
洋
原
書
と
の
関
係
が
究
明
さ
れ
て
い
る（（
（

。
ま
た
、
小
幡
の
個
別
的
な
活
動
・
思
想
を

考
察
し
た
研
究
に
つ
い
て
も
、
西
沢
直
子
が
代
表
的
な
研
究
者
と
し
て
、
小
幡
が
故
郷
で
あ
る
中
津
や
慶
応
義
塾
、
貴
族
院
議
員
活

動
中
に
残
し
た
資
料
を
体
系
的
に
分
析
し
、
彼
の
幼
年
時
代
か
ら
の
活
動
、
お
よ
び
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
思
想
的
特
徴
を
究
明
す

る
等
の
研
究
成
果
を
残
し
て
い
る（（
（

。
さ
ら
に
、
住
田
孝
太
郎
は
、
同
時
代
の
知
識
人
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
小
幡
像
を
取
り
上

げ
、
彼
の
思
想
家
と
し
て
の
価
値
を
立
証
し
た
研
究
を
残
し
て
い
る
。
植
木
枝
盛
、
三
宅
雪
嶺
、
馬
場
辰
猪
、
鳥
谷
部
春
汀
等
の
知

識
人
が
小
幡
の
著
作
を
手
に
入
れ
て
読
み
、
彼
の
学
問
的
能
力
を
高
く
評
価
し
た
上
で
、
福
沢
に
従
属
的
な
存
在
で
は
な
く
、
能
動

的
な
存
在
と
し
て
小
幡
を
捉
え
な
が
ら
、
学
術
活
動
や
慶
応
義
塾
の
経
営
を
行
っ
て
い
っ
た
存
在
と
し
て
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
、



31

小幡篤次郎の「中等社会」構想と士族観

確
認
で
き
る（（
（

。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
具
体
的
な
事
例
研
究
ま
で
に
は
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
、
小
幡
が
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
思
想
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
以
上
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
小
幡
の
思
想
家
と
し
て
の
一
面
を
実
証
的
に
論
じ
た
い
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、

今
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
小
幡
の
国
家
構
想
と
士
族
観
の
考
察
、
お
よ
び
比
較
検
討
を
試
み
る
。
具
体
的
に
は
、
小
幡

が
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
唱
え
た
「
中
等
社
会
」
構
想
を
取
り
上
げ
、
明
治
と
い
う
「
新
時
代
」
に
お
い
て
彼
が
唱
え
た
社

会
構
造
の
改
変
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
国
家
構
想
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
士
族
や
農
工
商
に
対
す
る
小
幡
の
考
え
も
検
討
す
る
。

最
後
に
、
同
時
期
に
類
似
し
た
国
家
構
想
を
唱
え
た
福
沢
諭
吉
や
徳
富
蘇
峰
の
議
論
と
の
比
較
検
討
作
業
を
通
し
て
、
彼
ら
と
は
異

な
る
小
幡
の
思
想
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
も
、
合
わ
せ
て
試
み
る
。

二
、「
中
等
社
会
の
隆
盛
を
冀
望
す
」

　

小
幡
は
、
自
身
の
主
張
を
唱
え
た
単
著
を
刊
行
す
る
な
ど
し
て
思
想
体
系
を
構
築
す
る
作
業
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
各
地
で
の
演

説
や
新
聞
の
社
説
、
結
社
団
体
の
論
説
な
ど
を
通
し
て
、
自
身
の
価
値
観
を
唱
え
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
論
文
の
う
ち
、
一
八
八
二

年
に
彼
が
埼
玉
で
行
っ
た
演
説
「
埼
玉
談
話
会
の
創
立
を
祝
し
併
て
中
等
社
会
の
隆
盛
を
冀
望
す
」（
以
下
「
演
説
」）
は
、「
中
等
社

会
」
と
い
う
日
本
的
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
を
目
指
す
国
家
構
想
や
、
そ
の
構
想
に
お
け
る
思
想
的
根
拠
と
な
る
士
族
観
と
農
工
商
観
が
明

瞭
に
描
か
れ
て
い
る
点
で
、
小
幡
の
思
想
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
文
献
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
本
章
で
は
、
そ
の
「
演

説
」
の
背
景
や
典
拠
、
内
容
的
特
徴
等
に
つ
い
て
眺
め
る
。
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・
背　

景

　

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
、
福
沢
を
中
心
と
す
る
社
交
団
体
「
交
詢
社
」
が
設
立
さ
れ
、
幹
事
を
務
め
て
い
た
小
幡
は
、
同
年

一
二
月
三
日
に
交
詢
社
員
の
高
木
喜
一
郎
、
高
島
小
金
次
と
一
緒
に
埼
玉
県
下
熊
谷
に
赴
き
、「
埼
玉
談
話
会
」
の
創
立
を
祝
す
る

演
説
を
行
っ
た
。
こ
の
演
説
が
文
字
化
さ
れ
、
交
詢
社
の
機
関
誌
で
あ
る
『
交
詢
雑
誌
』
に
「
中
等
社
会
の
隆
盛
を
冀
望
す
」
と
い

う
題
目
で
掲
載
さ
れ
た
。

　
「
埼
玉
談
話
会
」
は
、「
親
睦
を
厚
ふ
し
知
識
を
求
む
る（（
（

」
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
八
八
二
年
一
二
月
に
創
立
さ
れ
た
埼
玉
の
社
交

団
体
で
あ
る
。
埼
玉
談
話
会
は
長
谷
川
敬
助
、
中
村
孫
兵
衛
、
根
岸
武
香
、
石
川
弥
一
郎
、
竹
井
澹
如
と
い
う
人
物
の
主
導
下
で
発

会
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
二
月
に
熊
谷
周
辺
の
青
年
七
名
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
民
権
結

社
で
あ
る
「
七
名
社
」
の
中
心
人
物
で
も
あ
る
。
七
名
社
は
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
書
籍
、
特
に
翻
訳
書
の
講
読
を
目
的
に
し
、

あ
わ
せ
て
議
会
開
設
を
中
心
と
し
た
民
権
運
動
の
一
翼
を
担
い
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
四
月
の
郡
役
所
設
置
や
県
会
開
設
に

よ
り
、
郡
長
や
郡
書
記
、
県
会
議
員
な
ど
と
し
て
活
動
の
場
を
広
げ
、
熊
谷
に
お
け
る
七
名
社
そ
の
も
の
の
活
動
は
衰
退
し
て
い
っ

た
（
（
（

。
埼
玉
談
話
会
の
結
成
は
、
か
つ
て
の
七
名
社
の
面
々
の
再
集
結
と
い
う
趣
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（（1
（

。

　

七
名
社
や
埼
玉
談
話
会
を
巡
る
特
徴
を
幾
つ
か
挙
げ
る
と
、
ま
ず
創
設
社
員
が
熊
谷
お
よ
び
周
辺
の
豪
農
商
の
子
弟
で
あ
っ
た
点

が
あ
る
。
上
述
し
た
談
話
会
発
会
の
主
導
的
人
物
を
例
に
見
る
と
、
石
川
弥
一
郎
は
通
称
北
石
川
と
よ
ば
れ
る
熊
谷
宿
役
人
の
家
に

生
ま
れ
た
人
物
で
あ
り
、
長
谷
川
敬
助
は
北
河
原
村
（
行
田
市
）
の
豪
農
で
、
生
家
は
油
を
商
い
「
油
屋
大
身
」
と
よ
ば
れ
た
。
ま

た
中
村
孫
兵
衛
は
上
中
条
村
の
名
主
の
家
に
生
ま
れ
、
一
八
七
九
年
頃
に
は
熊
谷
に
進
出
し
て
米
穀
商
な
ど
も
し
て
い
た
人
物
で
、

竹
井
澹
如
は
上
州
甘
楽
郡
羽
沢
（
南
牧
村
）
の
出
身
で
、
熊
谷
宿
本
陣
の
竹
井
家
を
夫
婦
養
子
で
相
続
、
熊
谷
町
の
重
鎮
と
し
て
町

政
、
教
育
の
整
備
を
図
っ
た
人
物
で
あ
る（（1
（

。
小
幡
は
演
説
に
お
い
て
聴
衆
を
「
諸
君
」
と
呼
び
、
裕
福
な
農
工
商
層
と
み
な
し
て
い

る
が
、
そ
の
所
以
と
な
る
背
景
が
こ
こ
に
あ
る
。
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も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
七
名
社
と
関
わ
る
慶
応
義
塾
関
係
者
が
多
く
い
た
点
で
あ
る
。
埼
玉
談
話
会
創
立
を
主
導
し
た
人
物
の
一

人
で
あ
る
石
川
弥
一
郎
は
慶
応
義
塾
に
入
塾
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
他
に
も
七
名
社
の
中
心
人
物
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
慶
応
義

塾
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
竹
井
澹
如
の
義
甥
で
あ
る
真
中
直
道
は
慶
応
義
塾
内
で
「
精
義
社
」
と
い
う
弁

論
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
、「
共
同
会
」
と
い
う
七
名
社
の
人
々
も
参
加
し
た
熊
谷
の
民
権
結
社
の
演
説
会
に
参
加
す
る
等
の
活

動
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
慶
応
義
塾
出
身
の
石
川
弥
一
郎
は
交
詢
社
に
も
入
社
し
、
七
名
社
員
に
も
入
社
を
勧
め
た（（1
（

。
こ
の
よ
う
な
、

埼
玉
談
話
会
を
主
導
し
た
七
名
社
出
身
者
た
ち
の
慶
応
義
塾
や
交
詢
社
と
の
交
流
が
、
小
幡
が
埼
玉
談
話
会
の
創
立
を
祝
す
る
演
説

を
行
っ
た
背
景
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
小
幡
が
演
説
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
小
幡
は
演
説
前
の
一
一
月
二
〇
日
に
、
交
詢
社

本
局
か
ら
竹
井
澹
如
宛
に
次
の
内
容
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

　
「
…
…
過
日
長
谷
川
・
中
村
・
根
岸
之
三
君
来
京
之
節
、
錦
地
に
て
御
催
し
之
談
話
会
御
開
き
之
日
、
福
沢
或
は
小
生
に
罷
出
候
様
御
話

し
、
早
速
取
極
貴
下
迄
御
報
可
申
上
之
処
、
大
に
延
引
申
訳
無
之
候
、
福
沢
へ
も
申
談
候
処
、
罷
出
度
と
は
申
居
候
得
共
、
何
分
多
用
或
は

罷
出
候
事
相
叶
難
候
に
付
、
小
生
義
他
に
演
説
に
慣
候
も
の
同
伴
、
必
す
来
月
三
日
（
前
夜
到
着
）
御
盛
会
に
陪
候
様
可
仕
、
此
段
御
報
知

申
上
候
…
…（

（1
（

」

埼
玉
談
話
会
の
創
立
に
際
し
て
最
初
は
福
沢
に
演
説
を
依
頼
し
た
が
、
福
沢
は
出
席
で
き
ず
、
最
終
的
に
小
幡
が
代
わ
り
に
一
二
月

三
日
の
御
盛
会
に
参
加
し
、
演
説
を
行
う
約
束
を
し
た
こ
と
が
、
書
簡
の
内
容
か
ら
確
認
で
き
る
。
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・「
中
等
社
会
」
構
想

　
「
演
説
」
に
お
い
て
小
幡
は
ま
ず
、「
我
帝
国
日
本
を
負
担
し
、
…
…
今
日
の
日
本
あ
ら
し
め
た
る
者
は
果
た
し
て
何
人
ぞ
や
」
と

問
い
か
け
、
日
本
を
支
え
て
き
た
階
層
の
歴
史
的
な
変
遷
を
検
討
す
る
。
神
武
天
皇
に
代
弁
さ
れ
る
「
王
朝
の
政
」
が
一
八
〇
〇
年

間
続
き
、
そ
の
後
鎌
倉
幕
府
か
ら
徳
川
慶
喜
大
政
返
上
の
時
に
至
る
ま
で
の
六
八
二
年
間
は
「
武
門
、
武
士
、
大
名
、
小
名
」
が
日

本
を
支
え
て
き
た
。
こ
の
武
士
階
級
は
明
治
と
い
う
新
時
代
に
入
っ
て
は
二
〇
〇
余
万
人
の
華
士
族
と
な
り
、
今
で
は
「
無
用
の
長

物
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
彼
ら
は
日
本
を
保
持
し
て
き
た
中
心
階
層
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
「
認
め
ら
る
ゝ
所（（1
（

」
が

あ
る
と
、
小
幡
は
懐
古
す
る
。

　

新
時
代
に
入
っ
て
武
士
階
級
が
衰
退
し
た
原
因
と
し
て
、
小
幡
は
武
器
や
組
織
が
近
代
化
し
た
点
を
挙
げ
る
。「
武
門
武
士
の
組

織
」
は
「
弓
矢
槍
剣
の
世
に
適
す
る
の
制
度
」
で
「
砲
鉄
船
艦
を
用
る
の
今
時
に
適
」
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
徴
兵
制
の
導

入
は
武
士
階
級
の
存
在
理
由
を
な
く
す
。
こ
う
し
た
兵
制
政
策
に
よ
っ
て
、
武
士
階
級
は
支
配
・
存
在
の
正
当
性
を
失
い
、「
世
に

長
物
視
せ
ら
る
ゝ
に
至（（1
（

」
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
武
士
に
偏
重
さ
れ
て
い
た
社
会
シ
ス
テ
ム
も
次
第
に
変
化
し
て
い
く
。
小
幡
は
「
武
門
武
士
は
特
に
武
事
の
負
担
す

る
の
み
な
ら
ず
、
又
一
国
の
文
事
を
負
担
」
し
た
、
軍
人
だ
け
で
は
な
く
官
僚
で
も
あ
っ
た
武
士
階
級
の
特
徴
に
触
れ
た
上
で
、

「
夫
の
政
治
の
如
き
強
有
力
の
業
事
も
其
専
任
と
為
し
、
所
謂
治
者
の
地
位
に
立
て
三
民
に
臨
み
、
之
を
使
役
し
之
を
制
御
す
る
も
、

自
余
三
民
は
唯
命
維
従
て
之
に
抗
す
る
こ
と
な
く
、
視
て
天
命
の
定
る
所
と
為
し
、
殆
ど
之
を
疑
訝
す
る
者
な
き
の
極
に
至
り
き（（1
（

」

と
述
べ
、
百
姓
に
対
し
て
武
士
が
行
っ
て
き
た
専
制
政
治
を
批
判
す
る
。
昔
日
の
幕
藩
体
制
が
「
士
民
の
分
界
を
明
に
し
下
民
を
抑

圧
す
る
の
甚
し
き
」「
書
を
読
み
政
を
論
ず
る
は
士
族
以
上
の
事
」
な
ど
「
士
族
に
偏
重
せ
る
の
制
度（（1
（

」
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
べ
て
、

明
治
時
代
に
入
っ
て
実
現
さ
れ
た
四
民
平
等
政
策
は
旧
時
代
に
お
け
る
統
治
構
造
の
弊
害
を
覆
す
よ
う
な
「
開
闢
以
来
の
最
大
美

事
（
（1
（

」
で
あ
る
。
こ
う
し
て
旧
「
三
民
」
階
層
が
武
士
と
肩
を
並
べ
る
環
境
が
整
い
、
さ
ら
に
、
学
校
設
置
や
府
県
会
、
町
村
会
な
ど
、
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四
民
平
等
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
制
度
も
次
第
に
導
入
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
工
商
の
名
望
も
昔
に
比
べ
て
上
昇
し
た
と
、

小
幡
は
唱
え
る
。

　

そ
の
上
で
、
小
幡
は
農
工
商
階
層
で
あ
る
「
諸
君
」
が
「
欧
米
諸
国
の
中
等
社
会
（
英
語
ミ
ツ
ト
ル
ク
ラ
ス
）
と
相
比
す
る
の
地

位
に
至
ら
ん
と
の
冀
望
は
最
も
至
当
の
冀
望（（1
（

」
で
あ
る
と
述
べ
、
農
工
商
を
中
心
と
す
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
層
の
必
要
性
を
唱
え
る
。

彼
は
、「
中
等
社
会
」
の
文
献
的
典
拠
と
し
て
「「
バ
ツ
ク
ル
」
氏
「
ペ
ル
セ
、
ソ
サ
イ
テ
イ
」
出
版
の
「
ヲ
ネ
ス
チ
ー
、
ヲ
フ
、
ジ

ス
ヱ
ー
ジ
」
の
一
章（（2
（

」
を
挙
げ
、
以
下
の
訳
文
も
一
緒
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
往
時
は
学
識
に
富
む
の
人
賢
者
の
称
あ
り
と
雖
ど
も
、
今
時
は
財
を
積
む
に
敏
な
る
の
人
に
非
さ
れ
は
知
と
云
ひ
難
し
。
盖
し
貴
族
の

衰
ふ
る
や
、
之
と
共
に
王
権
の
隆
盛
を
来
せ
り
。
然
る
に
幸
な
る
哉
、
千
五
百
年
代
に
は
王
権
と
相
抗
し
権
衡
を
失
ふ
に
至
ら
し
め
ざ
る
の

人
衆
興
れ
り
。
実
に
此
人
衆
は
千
六
百
年
代
に
二
度
ま
て
英
国
を
圧
制
の
中
よ
り
拯
救
し
、
特
に
武
断
専
制
の
悲
況
中
よ
り
拯
ふ
て
、
民
を

幸
福
の
途
に
置
け
り
。
斯
の
如
く
大
益
を
国
に
与
へ
た
る
は
、
則
ち
此
財
を
積
め
る
人
衆
、
即
ち
中
等
社
会
の
賜
な
り
。
此
社
会
の
痕
跡
は

上
世
に
見
る
所
な
し
。
且
今
時
も
欧
羅
巴
洲
中
最
も
文
明
の
域
に
進
め
る
三
、
四
邦
国
と
、
亜
米
利
加
合
衆
国
の
他
に
見
る
所
な
し
。
英
国

に
て
は
「
ヱ
リ
サ
ベ
ツ
ス
」
女
王
村
落
を
破
壊
せ
る
後
、「
ゼ
ー
ム
ス
」
王
の
頃
に
中
等
社
会
の
濫
觴
を
見
る
と
。
又
「
ア
リ
ソ
ン
」
氏
の

言
を
引
て
云
く
、
財
貨
の
増
益
を
し
て
国
に
災
す
る
に
至
ら
し
め
ざ
る
も
の
は
、
此
中
等
社
会
な
り
と（

（2
（

。」

　
「
今
日
」
に
お
け
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
は
、「
学
識
」
だ
け
に
富
む
存
在
で
は
な
く
、「
財
」
に
も
富
む
存
在
で
あ
る
。
富
を
有
し
て

い
る
農
工
商
は
そ
う
い
う
意
味
で
、
新
た
な
時
代
に
お
け
る
「
中
等
社
会
」
の
担
い
手
と
し
て
相
応
し
い
階
層
で
あ
る
。
小
幡
は

「
我
国
に
て
も
華
士
族
は
既
に
衰
退
し
、
后
来
国
の
負
担
は
財
産
あ
る
農
工
商
の
上
に
帰
せ
り
」
と
述
べ
、
そ
の
期
待
を
は
っ
き
り

と
示
し
て
い
る
。
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「
財
」
を
満
た
し
て
い
る
農
工
商
に
残
さ
れ
た
課
題
は
、「
学
識
」
で
あ
る
。
小
幡
は
農
工
商
に
対
し
て
「
独
り
知
識
の
一
点
」
が

欠
乏
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
今
後
の
課
題
と
し
て
知
識
の
涵
養
を
促
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
農
工
商
の
知
識
欠
如
は
個
々
人
の
怠
慢

が
理
由
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
教
育
を
も
独
占
し
て
き
た
武
士
中
心
の
歴
史
が
も
た
ら
し
た
環
境
的
な
理
由
で
あ
る
と
見
る
小
幡

は
、
知
識
と
は
高
度
な
勉
強
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
く
「
尋
常
普
通
の
聞
見
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
農
工
商
が
そ
の

培
養
を
果
た
す
こ
と
で
、
最
終
的
に
、
英
国
に
並
ぶ
「
中
等
社
会
」
の
担
い
手
と
し
て
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
唱
え
る
。
そ

れ
が
、
小
幡
の
「
冀
望
」
で
あ
っ
た
。

・
バ
ッ
ク
ル
と
小
幡

　

小
幡
が
引
用
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
学
者
ヘ
ン
リ
ー
・
ト
ー
マ
ス
・
バ
ッ
ク
ル
の
『
遺
作
及
び
そ
の
他
の
論
考
集

（M
iscellaneous and Posthum

ous W
orks of H

enry T
hom

as Buckle

）』（
以
下
『
論
考
集
』）
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
中

間
・
富
裕
層
の
起
源
（O

rigin of the M
iddle and M

oneyed Classes

（
（2
（

）」
の
全
訳
で
あ
る
こ
と
が
、
確
認
で
き
た
。
原
文
の
中
で

バ
ッ
ク
ル
は
「RICH

 says: “In form
er ages, he that w

as rich in know
ledge w

as called a w
ise m

an ; but now
, 

there is no m
an w

ise but he that hath w
it to gather w

ealth.”

」
と
い
う
引
用
文
を
議
論
の
一
部
と
し
て
活
用
し
て
い
る

が
、「RICH

」
に
は
「T

he H
onestie of this A

ge, 1614, p. 14, Percy Society, vol. xi.

」
と
注
が
付
い
て
い
る
。
小
幡
が

「
演
説
」
で
触
れ
て
い
る
「
ヲ
ネ
ス
チ
ー
、
ヲ
フ
、
ジ
ス
エ
ー
ジ
」
は
こ
の
部
分
を
指
し
て
い
る
。「RICH

」
は
バ
ー
ナ
ビ
ー
・
リ

ッ
チ
（Bernaby Rich

）
と
い
う
人
物
の
こ
と
で
、
リ
ッ
チ
の
死
後
、
編
者
に
よ
る
著
者
紹
介
と
ノ
ー
ト
が
加
わ
っ
て
出
版
さ
れ
た

『T
he H

onestie of this A
ge

』
一
八
四
四
年
版
で
は
彼
に
つ
い
て
、「
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
王
時
代
の
作
家
、
及
び

軍
人
で
あ
る
」
と
紹
介
し
て
い
る（（2
（

。
ま
た
、
原
文
で
は
「M

ontesquieu finely says: “Règle Générale: dans une nation 

qui est dans la servitude, on travaille plus à conserver qu’à acquérir; dans une nation libre on travaille plus à 
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acquérir qu’à conserver.”

（
一
般
原
則
。
隷
従
状
態
に
あ
る
国
民
に
お
い
て
は
、
人
々
は
獲
得
す
る
た
め
よ
り
も
保
存
す
る
た
め
に
働
く
。

自
由
な
国
民
に
お
い
て
は
、
保
存
す
る
た
め
よ
り
も
獲
得
す
る
た
め
に
働
く（

（2
（

。）」
と
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法
の
精
神
』
の
一
句
節
が

フ
ラ
ン
ス
語
原
文
の
ま
ま
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
小
幡
は
こ
の
部
分
を
省
い
て
い
る
。

　

バ
ッ
ク
ル
の
著
作
は
、
明
治
初
期
よ
り
知
識
人
層
を
中
心
に
広
く
読
ま
れ
た
。
近
代
に
入
り
、
西
洋
諸
国
と
の
関
係
の
中
で
自
国

の
位
置
づ
け
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治
日
本
に
お
い
て
は
、
西
洋
史
の
展
開
過
程
を
紹
介
す
る
万
国
史
や
各
国
史
と
い
っ

た
歴
史
書
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、
そ
の
潮
流
の
中
で
「
文
明
史
」
も
ま
た
注
目
を
集
め
る
に
至
っ
た
。
バ
ッ
ク
ル
は
『
英
国
文
明

史
』
の
著
者
と
し
て
、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
を
著
し
た
ギ
ゾ
ー
と
並
ん
で
、
明
治
期
の
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
る
存
在
と

な
っ
た
。
バ
ッ
ク
ル
の
著
作
は
、
箕
作
麟
祥
に
よ
る
翻
訳
を
通
じ
て
『
明
六
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
複
数
の
翻
訳
書
と
し
て

も
出
版
さ
れ
、
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た（（2
（

。
福
沢
諭
吉
の
『
文
明
論
之
概
略
』
に
見
ら
れ
る
歴
史
観
の
土
台
に
バ
ッ
ク
ル
の
影
響
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
時
代
雰
囲
気
の
中
で
、
小
幡
の
議
論
に
バ
ッ
ク
ル
の
影
響
が
表
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

小
幡
と
バ
ッ
ク
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、「
中
等
社
会
」
論
の
展
開
に
見
ら
れ
る
議
論
構
造
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、「
武
士
」
と
「
農
工
商
」
と
い
う
二
つ
の
階
層
を
対
置
し
、
そ
の
対
立
に
よ
っ
て
歴
史
の
盛
衰
興
亡
を
捉
え
よ
う
と
す
る

小
幡
の
叙
述
方
式
は
、「
演
説
」
で
引
用
さ
れ
た
箇
所
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ッ
ク
ル
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
論
全
般
に
見
ら
れ
る
特
徴
で

あ
り
、
小
幡
の
「
中
等
社
会
」
論
に
お
け
る
バ
ッ
ク
ル
の
影
響
を
伺
わ
せ
て
い
る
。『
論
考
集
』
の
中
で
バ
ッ
ク
ル
は
、「
中
間
・
富

裕
層
の
起
源
」
以
外
の
箇
所
に
お
い
て
も
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
「
一
四
～
一
六
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
歴
史
は
、
近
代
文
明

を
代
表
す
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
、
騎
士
道
（chivalry

）
の
古
代
文
明
を
代
表
す
る
上
流
層
と
の
持
続
的
な
闘
争
の
歴
史
で
あ
る（（2
（

」

と
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に
、「
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
は
い
つ
浮
上
し
た
の
か
？　

当
然
、
騎
士
道
が
衰
退
し
た
時
で
あ
る（（2
（

」
と
ま
で
断
言

し
て
い
る
。
バ
ッ
ク
ル
の
言
う
騎
士
道
―
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
関
係
は
、「
中
等
社
会
」
論
に
お
け
る
「
武
士
」
―
「
農
工
商
」
の
関
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係
と
し
て
日
本
社
会
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
形
成
や
台
頭
に
関
す
る
バ
ッ
ク
ル
の
議
論
は
、
彼
の
代
表
作
で
あ
る
『
英
国
文
明
史
（H

istory of Civilization 

in England

）』
に
お
い
て
も
表
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
「
武
力
階
層
の
衰
退
に
よ
る
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
台
頭
」
と
い
う
歴
史
認
識

が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。『
英
国
文
明
史
』
で
バ
ッ
ク
ル
は
ま
ず
、
火
薬
（gunpow

der

）
の
使
用
が
社
会
構
造
の
根
本
的
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
と
見
る（（2
（

。「
旧
体
制
（old system

）」
下
で
は
、
一
般
的
に
人
は
先
祖
か
ら
譲
り
受
け
た
刀
や
弓
な
ど
を
所
有

し
て
お
り
、
そ
れ
を
装
備
す
る
こ
と
で
戦
場
に
向
か
う
準
備
は
終
わ
っ
て
い
た
。
一
方
で
、
火
薬
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
新

体
制
（new

 system
）」
下
で
は
、
戦
闘
を
準
備
す
る
に
は
新
た
な
や
り
方
が
求
め
ら
れ
る
。
武
器
は
よ
り
高
価
で
複
雑
な
も
の
と

な
り
、
軍
隊
に
は
火
薬
が
支
給
さ
れ
る
。
戦
闘
に
は
高
価
で
管
理
が
複
雑
な
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
が
使
わ
れ
、
そ
の
他
に
も
、
火
薬
を
必

要
と
す
る
ピ
ス
ト
ル
、
爆
弾
、
迫
撃
砲
、
砲
弾
、
地
雷
と
い
っ
た
も
の
が
使
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
物
を
有
効
に
使
う
に
は
複
雑
な
兵

術
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
た
め
、
次
第
に
、
軍
隊
を
巡
っ
て
は
新
た
な
規
律
や
練
習
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
く
。
同
時
に
、
人
は
刀

や
弓
と
は
違
う
、
こ
う
し
た
高
額
で
複
雑
な
武
器
を
手
軽
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
す
べ

く
、
新
し
い
社
会
秩
序
や
階
層
が
組
織
さ
れ
る
。
軍
人
職
業
は
他
の
職
業
と
分
離
さ
れ
、
専
門
性
を
持
つ
集
団
と
な
り
、
戦
争
だ
け

を
目
的
と
す
る
常
備
軍
が
養
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（（2
（

。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
よ
っ
て
、
一
般
人
は
戦
争
の
習
慣
か
ら
離
れ
、
市
民
と

し
て
の
生
活
を
始
め
て
い
く
。
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
社
会
の
一
般
目
的
と
平
和
の
芸
術
（general purpose of society, arts of 

peace

）
に
向
け
ら
れ
、
近
代
文
明
の
起
源
と
も
言
え
る
「
知
識
」
を
創
造
し
て
い
く
。
知
識
の
進
歩
に
相
応
し
、
軍
人
階
級
と
は

区
別
さ
れ
る
ミ
ド
ル
、
あ
る
い
は
知
識
人
階
層
（m

iddle, or intellectual class

）
の
権
威
が
高
ま
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ド

ル
ク
ラ
ス
の
独
立
的
な
活
動
は
一
四
～
一
五
世
紀
に
初
め
て
見
ら
れ
、
一
六
世
紀
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
形
を
形
成
し
、
一
七
世
紀

に
入
る
と
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
よ
り
実
用
的
な
形
と
な
っ
て
い
く
。
一
八
～
一
九
世
紀
に
至
っ
て
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
全
て
の
公
的
・
私
的
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
教
育
を
拡
散
し
、
立
法
者
を
教
え
、
君
主
を
統
制
す
る
な
ど
、
世
論
形
成
の
土
台
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と
し
て
の
役
割
を
果
す（（3
（

。

　

バ
ッ
ク
ル
が
、
新
時
代
の
到
来
を
も
た
ら
し
た
重
要
な
ト
リ
ガ
ー
と
考
え
た
「
火
薬
」
は
、
小
幡
に
お
け
る
「
砲
鉄
船
艦
」
で
あ

る
と
言
え
る
。
科
学
の
発
展
に
よ
る
社
会
環
境
の
変
化
は
、
武
士
の
役
割
に
対
す
る
根
本
的
な
疑
問
を
生
じ
さ
せ
、
騎
士
道
・
武
士

の
衰
退
の
種
と
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
を
埋
め
て
い
っ
た
新
た
な
階
層
が
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
小
幡
は
、
そ
の
役
割
を
、
非
武
士

層
で
あ
っ
た
農
工
商
に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
小
幡
の
士
族
観
・
農
工
商
観

　
「
演
説
」
に
見
ら
れ
る
小
幡
の
国
家
構
想
は
、
衰
退
し
て
い
く
士
族
と
、
台
頭
し
て
い
く
農
工
商
を
中
心
軸
に
お
い
て
展
開
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
バ
ッ
ク
ル
の
歴
史
認
識
と
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
論
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
、
見
て
と
れ
た
。
た
だ
、
小
幡
に

見
ら
れ
る
士
族
観
や
農
工
商
観
の
種
が
、
バ
ッ
ク
ル
の
み
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。「
演
説
」
を
行
っ
た
一
八
八
二
年
以
前
に
も
、

小
幡
は
士
族
が
中
心
と
な
る
社
会
構
造
改
革
を
唱
え
る
よ
り
か
は
、
明
治
時
代
以
降
に
士
族
が
抱
え
た
社
会
的
、
機
能
的
問
題
に
注

目
し
、
そ
の
克
服
策
を
唱
え
る
姿
を
見
せ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
考
え
る
と
、「
演
説
」
は
、
小
幡
が
す
で
に
自
分
の
中
で

構
築
し
て
い
た
階
層
論
を
、
バ
ッ
ク
ル
を
通
し
て
再
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、「
演
説
」
以
外

に
、
小
幡
が
発
表
し
た
士
族
や
農
工
商
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
論
説
を
取
り
上
げ
、「
演
説
」
に
表
れ
た
小
幡
の
士
族
観
を
さ
ら
に

詳
細
に
検
討
し
て
み
た
い
。

・
金
禄
公
債
問
題
と
士
族
：
能
力
不
足

　

士
族
の
社
会
的
役
割
に
関
す
る
論
争
を
触
発
さ
せ
る
重
要
な
問
題
の
一
つ
が
、
明
治
政
府
の
金
禄
公
債
政
策
で
あ
っ
た
。
一
八
七



40

法学研究 98 巻 8 号（2025：8）

六
（
明
治
九
）
年
、
政
府
は
士
族
に
支
給
し
て
き
た
俸
禄
を
廃
止
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
公
債
を
交
付
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
「
金

禄
公
債
証
書
発
行
条
例
」
を
発
布
し
た
。
当
初
、
こ
の
公
債
は
士
族
同
士
で
売
買
等
の
取
引
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
九
月
九
日
、
そ
れ
を
解
禁
し
て
売
買
を
許
す
太
政
官
布
達
が
出
さ
れ
る
（
太
政
官
布
達
第
二
五
号（

（3
（

）。
士

族
に
と
っ
て
は
交
付
さ
れ
た
資
産
を
自
由
に
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
金
禄
公
債
証
書

の
取
引
を
巡
る
混
乱
、
正
確
に
は
士
族
が
公
債
の
取
引
を
う
ま
く
で
き
ず
資
産
を
失
う
こ
と
が
多
発
し
た
。

　
『
郵
便
報
知
新
聞
』
は
同
時
期
に
そ
の
混
乱
を
集
中
的
に
報
道
し
て
お
り
、
例
え
ば
九
月
九
日
の
「
昨
九
日
内
務
大
蔵
両
卿
よ
り

左
の
通
布
達
相
成
り
た
り
」
で
は
、
売
買
禁
止
の
解
禁
に
よ
っ
て
、
証
書
を
軽
く
売
買
し
た
り
、
目
下
の
財
政
難
を
解
決
す
る
た
め

に
得
失
を
良
く
考
え
ず
証
書
を
売
買
す
る
こ
と
が
往
々
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
政
府
か
ら
懸
念
さ
れ
、
政
府
が
金
禄
公
債
を
保
護
し

て
く
れ
る
「
金
禄
公
債
証
書
保
護
手
続
書
」
を
活
用
す
る
こ
と
を
案
内
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（（3
（

。
ま
た
、
九
月
一
九
日
の
記

事
で
は
、
金
禄
公
債
売
買
の
手
続
き
に
は
一
ヶ
月
ほ
ど
か
か
る
が
、
貧
困
な
士
族
は
そ
の
期
間
を
待
つ
余
裕
を
持
て
ず
、
安
価
で
公

債
証
書
を
早
く
売
却
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
府
庁
で
正
確
な
買
い
上
げ
金
を
確
認
し
た
上
で
正
式
な
手
続
き

を
と
っ
て
証
書
を
取
引
す
る
こ
と
を
促
す
大
蔵
省
の
案
内
を
紹
介
し
て
い
る（（3
（

。
さ
ら
に
九
月
二
〇
日
の
記
事
で
は
、
金
禄
公
債
証
書

を
紛
失
し
た
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
証
書
は
今
後
一
切
取
引
を
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
布
達
す
る
大
蔵
省
の
布
告
が
報
道
さ

れ
て
い
る（（3
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
小
幡
は
同
日
、
同
新
聞
に
「
金
禄
公
債
」
と
い
う
社
説
を
掲
載
し
、
士
族
が
金
禄
公
債
証
書

下
付
額
を
ど
う
管
理
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
け
る
小
幡
の
主
な
論
点
は
、
士
族
の
資
産
運
用
能

力
で
あ
る
。

　
「
金
禄
公
債
」
に
お
い
て
小
幡
は
、
今
回
の
金
禄
公
債
証
書
売
買
許
可
令
が
、
他
の
諸
新
聞
記
者
の
意
見
と
同
様
に
、
今
ま
で
前

例
の
な
か
っ
た
画
期
的
な
策
で
あ
る
と
賞
賛
し
な
が
ら
も
、
交
付
さ
れ
た
金
額
自
体
が
「
稀
粥
に
口
を
糊
す
」
程
度
少
な
い
も
の
で

あ
る
た
め
、
金
禄
公
債
証
書
下
付
政
策
自
体
は
士
族
に
と
っ
て
過
酷
な
側
面
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
た
だ
、
全
体
的
に
見
て
こ
の
政



41

小幡篤次郎の「中等社会」構想と士族観

策
は
政
府
の
「
恩
恵
」
で
あ
る
た
め
、
重
要
な
の
は
交
付
さ
れ
た
公
債
を
ど
れ
だ
け
う
ま
く
温
存
し
、
増
や
し
て
い
く
か
で
あ
る
。

公
債
証
書
が
取
引
可
能
に
な
る
に
つ
れ
て
、「
謹
て
此
の
恩
恵
を
保
守
し
墜
失
す
る
こ
と
な
き
を
要
と
せ
ざ
る
可
ら
ず（（3
（

」
こ
と
が
士

族
に
と
っ
て
の
急
務
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
点
に
つ
い
て
小
幡
は
、
特
に
「
上
等
士
族
」
に
対
し
て
、
否
定
的
な
展
望
を
示
す
。
小
幡
は
士
族
を
「
中
以
下
の
士
族
」
と

「
上
等
士
族
」
に
分
類
し
た
上
で
、「
中
以
下
の
士
族
」
の
場
合
は
維
新
後
の
政
府
の
減
禄
政
策
の
時
に
も
削
減
量
は
少
な
く
、
大
概

従
前
の
禄
高
が
与
え
ら
れ
、
こ
の
度
の
金
禄
公
債
証
書
に
付
け
ら
れ
た
利
息
も
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
収
入
の
面
で
は
明
治
以

前
と
変
わ
ら
ず
家
計
を
営
み
や
す
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
能
力
の
側
面
か
ら
み
て
も
、
彼
ら
は
も
と
も
と
少
な
い
家
禄
を
貰
っ
て

お
り
、
生
計
の
た
め
に
「
一
種
の
工
業
に
練
熟
」
す
る
等
、
武
士
の
仕
事
以
外
の
内
職
を
設
け
て
き
た
身
分
で
あ
る
。
天
賦
的
な
給

与
が
無
く
な
っ
た
明
治
時
代
に
お
い
て
も
、
彼
ら
は
自
分
の
力
で
生
計
を
立
て
る
能
力
を
有
し
て
い
る
階
層
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
金
禄
公
債
証
書
の
運
用
に
つ
い
て
も
、「
中
以
下
の
士
族
」
に
は
「
保
守
」
の
方
法
を
と
っ
て
も
良
く
、「
進
取
」
の
方
法
を
と

っ
て
も
良
い
。「
保
守
」
は
、
公
債
を
売
却
せ
ず
温
存
し
て
利
息
を
受
け
な
が
ら
、
持
っ
て
い
る
能
力
を
活
か
し
て
地
道
に
働
い
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、「
進
取
」
は
公
債
を
売
買
す
る
な
ど
積
極
的
な
投
資
活
動
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

一
方
で
問
題
と
な
る
の
は
「
上
等
士
族
」
で
あ
る
。
小
幡
は
「
上
等
士
族
」
を
「
諸
藩
に
在
て
馬
廻
り
或
は
騎
馬
役
と
唱
へ
、
幕

府
に
在
て
旗
下
と
唱（（3
（

」
す
る
階
層
と
定
義
し
た
上
で
、
彼
ら
は
徳
川
幕
府
の
時
代
か
ら
「
文
武
の
芸
学
」
の
み
を
身
に
つ
け
て
き
、

今
で
も
「
身
体
優
柔
作
業
を
賤
視
し
て
、
甚
し
き
は
金
銭
の
名
称
だ
に
知
ら
ざ
る
を
以
て
自
ら
誇
る
に
至
り
、
唯
祖
先
の
功
名
に
依

頼
し
て
万
世
を
経
過
せ
ん
と
せ
し
も
の（（3
（

」
で
あ
る
と
激
し
く
批
判
す
る
。「
中
以
下
の
士
族
」
に
比
べ
る
と
、
自
立
能
力
が
は
る
か

に
劣
っ
て
い
る
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
財
政
の
面
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
の
多
く
は
維
新
以
後
に
家
禄
を
半
分
近
く
減
殺
さ
れ
、

「
始
て
世
の
辛
酸
を
知
る
可
き
時
機
を
得
た
」
け
ど
、「
旧
夢
に
恋
着
し
て
十
年
の
日
月
家
伝
の
宝
器
を
売
尽
」
す
等
、
天
賦
的
な
給

与
が
削
減
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
浪
費
を
し
続
け
る
。
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今
後
の
資
産
運
用
に
つ
い
て
は
、「
上
等
士
族
」
に
交
付
さ
れ
た
金
禄
公
債
証
書
の
金
高
が
平
均
以
上
で
あ
る
た
め
、
そ
の
財
産

を
温
存
し
て
利
息
を
受
け
取
っ
て
い
く
「
保
守
」
的
な
資
産
運
用
を
勧
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
「
最
も
保
守
を
能
く
せ
ざ
る

の
人
な
れ
ば
、
余
輩
は
此
人
に
向
て
保
守
策
を
勧
む
る
も
其
徒
労
に
属
す
る
を
恐
る
ゝ
の
み（（3
（

」
と
、
小
幡
は
「
保
守
」
策
を
勧
め
る

こ
と
に
躊
躇
す
る
。
結
果
的
に
、「
上
等
士
族
は
保
守
進
取
両
な
が
ら
能
し
難
い
」
状
況
で
あ
る
と
、
小
幡
は
診
断
す
る
。

　

以
上
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
小
幡
は
「
演
説
」
以
前
か
ら
「
上
等
士
族
」、
す
な
わ
ち
徳
川
時
代
に
お
い
て
身
分
制
度
の
特

権
を
も
っ
と
も
活
か
し
て
き
た
旧
支
配
層
が
抱
い
て
い
る
自
立
能
力
の
欠
如
や
お
金
の
浪
費
と
い
っ
た
問
題
を
激
し
く
批
判
し
て
い

る
。
金
禄
公
債
証
書
の
売
買
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
を
資
産
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
旧
支
配

層
に
は
そ
れ
を
う
ま
く
行
う
能
力
が
な
い
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
次
世
代
士
族
の
能
力
偏
重
問
題

　

小
幡
の
士
族
批
判
は
、
そ
の
よ
う
な
「
能
力
不
足
」
だ
け
で
は
な
く
、「
能
力
の
偏
重
」
の
面
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
、
小
幡
は
『
交
詢
雑
誌
』
に
「
青
年
の
士
、
用
途
広
し
」
を
掲
載
す
る
。
こ
こ
で
は
、「
金
禄
公
債
」

と
同
様
、
士
族
の
生
計
問
題
が
主
な
議
論
と
な
っ
て
い
る
が
、
議
論
の
対
象
と
な
る
の
は
明
治
時
代
に
生
ま
れ
、
徳
川
時
代
を
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
「
次
世
代
」
士
族
で
あ
る
。
小
幡
は
彼
ら
の
生
活
困
窮
問
題
の
現
状
や
原
因
を
取
り
上
げ
た
上
で
、
そ
れ
を
解
決

す
る
た
め
の
自
分
な
り
の
処
方
箋
を
提
示
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
小
幡
が
指
摘
す
る
士
族
の
問
題
は
「
能
力
の
偏
重
」、
即
ち
士
族
の
力
が
教
育
の
一
方
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明

治
維
新
の
後
、
学
問
禁
止
の
令
は
解
か
れ
、
学
問
は
武
士
の
占
有
物
で
は
な
く
な
り
、
武
士
が
熟
練
し
て
き
た
文
武
諸
芸
も
「
一
斗

米
の
価
値
な
き
も
の
」
と
な
る
。「
武
士
の
常
識
を
解
か
れ
て
金
禄
公
債
の
賜
与
に
黙
従
す
る
」
立
場
に
置
か
れ
た
明
治
の
士
族
が

と
っ
た
打
開
策
は
、「
相
率
て
子
弟
を
目
下
流
行
の
洋
学
に
入
れ
、
其
成
業
を
待
て
後
栄
を
謀（（3
（

」
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
教
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育
と
農
工
商
諸
般
実
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
社
会
の
力
が
教
育
の
一
方
に
偏
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
小
幡
は
批
判
す
る
。

　

さ
ら
に
問
題
は
、
こ
う
し
て
洋
学
の
道
を
歩
ん
だ
「
次
世
代
」
士
族
の
多
く
が
、
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
困
窮
な
生
活
を
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
官
の
仕
事
を
す
る
た
め
に
官
庁
に
尋
ね
て
も
仕
事
は
な
く
、
農
工
商
実
業
を
す
る
た
め
に
農
工
商
の
家
を
訪
ね

て
も
「
紳
士
を
迎
ふ
る
の
座
な
き
」
を
理
由
に
断
ら
れ
る
。

　

小
幡
は
こ
う
し
た
状
況
の
原
因
を
、
経
済
学
と
進
化
学
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
分
析
す
る
。
経
済
学
的
側
面
か
ら
、
官
吏
の
仕

事
や
農
工
商
の
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
の
は
「
供
給
過
多
に
し
て
需
要
欠
乏
」、
つ
ま
り
需
要
供
給
の
法
則
に
よ
る
結
果
で
あ
る
と
、

小
幡
は
診
断
す
る
。
ま
た
、
進
化
学
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
そ
の
状
況
は
「
優
者
必
勝
劣
者
必
敗
」、
す
な
わ
ち
適
者
生
存
法
則
に

よ
る
結
果
で
も
あ
る
。
農
工
商
実
業
に
従
事
す
る
「
無
学
無
職
」
の
百
姓
町
人
が
独
立
の
生
活
を
営
為
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

教
育
を
受
け
た
青
年
士
族
が
身
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、「
優
品
精
品
の
劣
品
粗
品
を
排
斥
し
て
世
間
に
存
在
す
る（（4
（

」
現

象
で
あ
る
と
、
小
幡
は
唱
え
る
。

　

た
だ
、
小
幡
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
現
状
は
教
育
の
無
用
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
小
幡
は
青
年
士
族
に
対
し
て
「
用
途

否
塞
を
見
て
教
育
の
無
用
を
疑
ふ
勿
れ（（4
（

」
と
唱
え
る
上
で
、
解
決
策
を
提
示
す
る
。
現
在
日
本
に
お
い
て
「
教
育
」
の
需
要
が
欠
乏

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
実
際
に
需
要
が
な
い
の
で
は
な
く
、
需
要
の
途
が
未
だ
開
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
と
、
小
幡

は
述
べ
る
。
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
学
問
的
知
識
や
知
恵
は
、
た
だ
仕
事
を
見
つ
け
る
た
め
の
道
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

農
工
商
全
般
の
諸
産
業
に
お
け
る
新
た
な
需
要
を
創
出
す
る
に
用
い
ら
れ
る
も
の
に
も
な
り
得
る
。
そ
の
た
め
、
教
育
は
直
ち
に
富

を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
が
、
人
生
の
発
達
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
、
小
幡
は
青
年
士
族
へ
の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、「
進
て
実
業
家
の
界
に
入（（4
（

」
る
こ
と
を
勧
め
る
。
農
工
商
業
は
改
良

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
く
、
そ
の
際
に
「
知
識
の
需
要
至
大
な
る
は
何
人
か
之
を
疑
」
わ
な
い
。
そ
れ
故
、
青
年
士
族
が

「
今
よ
り
進
て
実
業
家
の
界
に
入
り
、
旧
来
の
陋
習
を
破
却
し
新
世
界
を
作
出
す
る
を
目
的
と
為
」
し
て
い
け
ば
、「
用
途
の
広
漠
実
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に
際
涯
な
か
る
べ
し
」
と
小
幡
は
唱
え
る
。
教
育
の
力
を
用
い
て
産
業
界
に
新
た
な
需
要
を
創
出
し
そ
の
発
展
に
寄
与
す
れ
ば
、
農

工
商
産
業
は
一
新
さ
れ
繁
栄
し
、
士
族
の
失
業
問
題
も
解
決
で
き
る
と
い
う
の
が
、
小
幡
の
構
想
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
一
連
の
論
説
か
ら
、「
中
等
社
会
」
論
に
表
れ
る
小
幡
の
士
族
観
は
一
貫
し
た
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
お
り
、
彼
は
そ

れ
を
も
と
に
様
々
な
政
治
的
事
案
に
対
す
る
処
方
箋
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
小
幡
は
、
社
会
の
中
心
的
な
階
層
と

し
て
士
族
が
行
っ
て
き
た
業
績
を
認
め
つ
つ
も
、
同
時
に
新
時
代
に
お
い
て
は
保
有
し
て
い
る
能
力
の
不
足
・
偏
重
に
よ
り
、
そ
の

支
配
力
や
支
配
根
拠
が
通
用
せ
ず
、
衰
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
も
認
め
る
。
こ
う
し
た
現
状
認
識
の
上
で
、
保
守
的

な
資
金
管
理
の
勧
め
や
教
育
能
力
の
実
業
へ
の
活
用
と
い
っ
た
現
実
主
義
的
な
方
策
を
提
案
し
て
い
っ
た
。

四
、
福
沢
諭
吉
の
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
論
と
徳
富
蘇
峰
の
「
中
等
民
族
」
論

　

新
時
代
に
お
け
る
新
た
な
国
家
構
想
、
及
び
そ
こ
に
含
ま
れ
る
階
層
論
は
、
当
時
の
重
要
な
関
心
事
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
多
く

の
知
識
人
が
そ
の
問
題
に
関
心
を
注
い
だ
が
、
そ
の
際
に
、
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
階
層
は
や
は
り
旧
支
配
層
で
も
あ
る
士
族
層
で

あ
っ
た
。
士
族
の
待
遇
や
処
分
を
巡
っ
て
混
乱
、
論
争
、
対
立
が
生
じ
、
そ
の
過
程
が
日
本
近
代
史
の
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
を
形
成
し

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
中
等
社
会
」
論
も
そ
の
一
環
で
あ
る
と
言
え
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
日
本
的
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
構

想
を
唱
え
た
知
識
人
も
、
小
幡
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
章
で
は
、
小
幡
と
同
様
に
日
本
的
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
論
を
提
唱
し
た
福
沢

諭
吉
の
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
論
と
徳
富
蘇
峰
の
「
中
等
民
族
」
論
を
取
り
上
げ
、
三
者
の
議
論
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
小
幡
の
思
想
的
特
徴
を
さ
ら
に
詳
細
に
眺
め
た
い
。
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・
福
沢
の
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
論
と
士
族

　

福
沢
は
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
作
の
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
五
篇
に
お
い
て
、「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」（M

iddle Class

）
と
い
う

用
語
を
用
い
な
が
ら
、「
国
の
執
政
に
非
ず
、
亦
力
役
の
小
民
に
非
ず
、
正
に
国
人
の
中
等
に
位
し
、
智
力
を
以
て
一
世
を
指
揮
し

た
る（（4
（

」
階
層
の
創
出
の
必
要
性
を
唱
え
た
。
こ
れ
は
、
彼
が
同
時
期
に
発
表
し
た
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
四
篇
で
提
起
し
た
「
学
者
職

分
論
」
の
延
長
線
上
か
ら
行
わ
れ
た
構
想
と
も
言
え
る
も
の
で
、「
官
（
政
府
）」
と
「
民
（
民
間
）」
に
二
分
さ
れ
た
現
在
の
社
会
構

造
で
は
、「
官
」
は
圧
政
を
続
け
、「
民
」
は
無
気
力
に
な
っ
て
い
く
一
方
で
あ
る
と
い
う
批
判
意
識
を
も
と
に
、
そ
れ
を
変
革
す
る

た
め
に
は
、「
民
」
の
領
域
に
居
続
け
な
が
ら
民
間
社
会
の
気
風
を
リ
ー
ド
し
、
併
せ
て
、
官
と
の
調
和
も
図
っ
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
「
中
間
」
階
層
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
福
沢
が
着
目
し
た
モ
デ
ル
が
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
や
ジ
ョ

ー
ジ
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
代
表
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
に
相
応
し
い
者
は
「
一
種
の
学
者
」
で
あ
る
と
、
福
沢
は
唱
え
る
。「
学
者
」
の
具
体
像
に
関
し
て
は
、

私
塾
の
経
営
者
と
い
う
彼
の
立
場
を
踏
ま
え
た
狭
義
と
し
て
の
「
慶
応
義
塾
の
社
中（（4
（

」
か
ら
、
彼
の
主
張
が
『
明
六
社
』
内
で
大
き

な
論
争
を
触
発
さ
せ
た
点
を
踏
ま
え
た
広
義
と
し
て
の
「
洋
学
者
を
中
心
と
す
る
（
政
府
官
僚
を
含
め
た
）
知
識
人（（4
（

」
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
本
研
究
と
の
関
連
で
興
味
深
い
の
は
、「
地
方
富
豪
」
と
い
う
具
体
像
を
提
示
し

た
石
井
寿
美
世
の
研
究
で
あ
る
。
石
井
は
、「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
の
担
い
手
が
「
地
方
富
豪
」
に
具
体
化
し
て
い
く
過
程
を
分

析
し
た
上
で
、「
学
者
」
は
「
知
識
と
意
志
を
以
て
「
商
売
工
業
」
に
従
事
し
、
経
済
面
か
ら
日
本
の
社
会
を
牽
引
す
る
」
者
に
具

体
化
し
、
す
で
に
富
裕
層
で
あ
る
地
方
富
豪
が
上
京
遊
学
な
ど
を
通
し
て
「
学
者
」
の
特
性
、
つ
ま
り
「
学
問
」・
そ
の
実
際
的
応

用
・「
勇
力
」
を
兼
ね
備
え
、「
商
売
工
業
」
に
携
わ
る
と
い
う
職
分
を
果
た
せ
ば
、
西
洋
の
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
に
匹
敵
す
る

存
在
に
な
り
得
る
と
考
え
た
と
唱
え
る（（4
（

。
こ
こ
で
言
う
「
地
方
富
豪
」
が
小
幡
の
議
論
に
お
け
る
農
工
商
に
対
応
す
る
階
層
で
あ
る

な
ら
ば
、
福
沢
の
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
論
と
小
幡
の
「
中
等
社
会
」
論
は
、
富
を
有
し
た
農
工
商
階
層
が
「
知
識
・
学
問
」
を
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身
に
つ
け
、
社
会
の
中
心
階
層
と
し
て
台
頭
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
側
面
で
、
非
常
に
類
似
し
た
構
想
と
な
る
。
た
だ
、

福
沢
は
士
族
と
農
工
商
を
対
置
さ
せ
た
上
で
「
地
方
富
豪
」
が
ど
ち
ら
か
の
階
層
に
属
す
る
か
を
示
す
よ
う
な
議
論
は
展
開
し
な
い
。

代
わ
り
に
、
福
沢
は
常
に
士
族
を
議
論
の
中
心
軸
に
置
き
な
が
ら
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
特
徴
的
な
の
は
、
福
沢
が
階

層
と
し
て
の
士
族
は
な
く
、「
概
念
」
と
し
て
の
士
族
を
重
視
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

福
沢
は
、
士
族
の
定
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
唱
え
る
。

　
「
爰
に
士
族
と
称
す
る
は
、
必
ず
し
も
封
建
の
時
代
に
世
禄
を
食
て
帯
刀
し
た
る
者
の
み
に
限
る
に
非
ず
。
或
は
浪
士
、
豪
農
、
儒
者
、

医
師
、
文
人
等
、
都
て
其
精
神
を
高
尚
に
し
て
肉
体
以
上
の
事
に
心
身
を
用
る
種
族
を
指
す
も
の
に
し
て
、
此
種
類
の
人
物
は
特
に
士
族
中

に
多
き
が
故
に
士
族
の
字
を
用
ひ
た
る
の
み
。
或
は
世
禄
の
士
族
に
も
愚
鈍
暗
弱
鄙
劣
千
万
な
る
者
な
き
に
非
ず
、
是
は
例
外
と
し
て
可
な

り
（
（4
（

。」

福
沢
に
と
っ
て
士
族
は
「
士
族
的
な
」
性
質
を
有
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
指
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
豪
農
」
も
含
ま
れ
て
い

る
。「
肉
体
以
上
の
事
に
心
身
を
用
る
」、
即
ち
学
問
的
な
教
養
を
有
し
て
い
る
人
々
は
、
士
族
の
身
分
で
な
く
て
も
福
沢
に
と
っ
て

は
「
士
族
」
で
あ
り
、
逆
に
、
士
族
身
分
で
あ
っ
て
も
そ
う
い
っ
た
精
神
を
有
し
て
い
な
い
「
愚
鈍
暗
弱
鄙
劣
千
万
な
る
者
」
は
、

士
族
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
概
念
的
な
「
士
族
」
に
対
す
る
福
沢
の
評
価
は
、
極
め
て
高
い
。
士
族
が
行
っ
て
き
た
役
割

に
つ
い
て
、
福
沢
は
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

　
「
抑
も
日
本
の
社
会
に
於
て
事
を
為
す
者
は
古
来
必
ず
士
族
に
限
り
、
乱
に
戦
ふ
者
も
士
族
な
り
、
治
に
事
を
執
る
者
も
士
族
な
り
、
近

く
は
三
十
年
来
西
洋
近
時
の
文
明
を
入
れ
て
其
主
義
を
世
間
に
分
布
し
、
又
維
新
の
大
業
を
成
し
て
爾
後
新
政
を
施
し
た
る
者
も
、
士
族
な
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ら
ざ
る
は
な
し
。
所
謂
百
姓
町
人
の
輩
は
唯
こ
れ
を
傍
観
し
て
社
会
の
為
に
衣
食
を
給
す
る
の
み（

（4
（

。」

明
治
以
前
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
・
軍
事
的
役
割
、
お
よ
び
、
近
代
期
に
お
け
る
西
洋
文
明
の
受
容
や
明
治
維
新
作
業
、
新
し

い
政
治
等
は
、
全
て
士
族
が
行
っ
て
き
た
業
績
で
あ
り
、
士
族
以
下
の
百
姓
町
人
は
、
た
だ
そ
れ
を
傍
観
し
な
が
ら
、
士
族
の
仕
事

を
物
質
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
だ
け
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
福
沢
の
歴
史
観
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
徳
川
幕
府
時
代
に
お
い

て
百
姓
町
人
が
士
族
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
と
見
る
小
幡
の
ス
タ
ン
ス
と
は
明
確
に
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
観
に
基
づ
き
、

福
沢
は
続
け
て
こ
う
述
べ
る
。

　
「
士
族
は
国
事
の
魁
に
し
て
社
会
運
動
の
本
源
た
る
こ
と
、
固
よ
り
明
白
に
し
て
世
人
の
疑
を
容
れ
ざ
る
所
な
り
。
然
る
に
廃
藩
の
一
挙

以
て
其
心
事
の
方
向
を
変
動
し
、
唯
衣
食
を
求
る
に
汲
々
し
て
次
第
に
士
の
本
色
を
忘
れ
し
む
る
は
、
恰
も
国
力
の
源
を
汲
み
尽
し
て
其
涸

れ
る
ヽ
に
任
す
る
が
如
し
。
人
身
の
脳
と
腕
と
を
衰
弱
せ
し
め
て
、
全
体
の
働
を
遅
鈍
な
ら
し
む
る
も
の
と
云
ふ
可
し
。
其
然
る
所
以
の
原

因
は
、
他
な
し
、
唯
士
族
が
利
禄
を
剝
奪
せ
ら
れ
て
資
産
に
窮
す
れ
ば
な
り（

（4
（

。」

明
治
時
代
に
入
っ
て
士
族
が
衰
退
し
て
い
く
こ
と
は
、
身
体
に
お
い
て
脳
と
腕
が
衰
弱
し
て
い
く
の
と
同
様
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

原
因
は
今
ま
で
武
士
階
層
に
支
給
さ
れ
て
き
た
家
禄
が
剝
奪
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
士
族
が
貧
し
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
時
代
の

変
化
に
関
係
な
く
士
族
を
高
く
評
価
し
て
い
る
福
沢
の
ス
タ
ン
ス
は
、
維
新
以
前
と
以
降
の
時
代
を
区
別
し
た
上
で
、
社
会
構
造
の

変
動
に
伴
う
士
族
の
衰
退
を
肯
定
す
る
小
幡
の
ス
タ
ン
ス
と
は
異
な
る
。
さ
ら
に
、
士
族
に
下
付
さ
れ
た
金
禄
公
債
証
書
に
つ
い
て

も
、
福
沢
は
そ
れ
を
政
府
が
士
族
に
対
し
て
払
う
べ
き
「
負
債
」
で
あ
る
と
見
做
し
た
上
で
、
そ
れ
は
、
日
本
の
人
民
が
士
族
に
対

し
て
「
負
債
」
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
ま
で
唱
え
て
い
る（（5
（

。
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こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
士
族
と
農
工
商
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
福
沢
は
次
の
よ
う
に
唱
え
る
。

　
「
況
や
此
士
族
な
る
者
は
、
唯
文
学
政
治
に
関
し
て
脳
た
り
腕
た
る
の
み
に
非
ず
、
近
年
は
漸
く
農
工
商
の
事
に
も
着
手
し
て
往
々
大
業

を
企
る
者
多
し
。
…
…
士
族
は
既
に
国
の
政
権
を
得
た
り
、
次
で
又
其
商
権
に
及
ぶ
も
自
然
の
勢
に
し
て
、
今
後
若
し
守
旧
の
百
姓
町
人
が

よ
く
其
心
事
を
改
め
て
士
族
と
相
謀
り
、
互
に
其
及
ば
ざ
る
所
を
助
け
て
共
に
進
歩
し
た
ら
ば
、
農
商
も
即
ち
士
化
し
た
る
者
に
し
て
、
国

の
幸
た
る
可
し（

（5
（

。」

こ
こ
で
は
士
族
と
農
工
商
が
区
別
さ
れ
、「
農
工
商
」
は
「
百
姓
町
人
」、「
農
商
」
の
同
類
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
士
族
は
農
工

商
の
仕
事
に
着
手
し
て
い
っ
て
お
り
、
農
工
商
が
そ
れ
を
助
け
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
期
待
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
即
ち
農
工
商

が
「
士
族
化
」
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、「
進
歩
」
で
あ
り
、「
国
の
幸
」
で
あ
る
。
石
井
の
議
論
に
戻
っ
て
考
え
る
と
、

「
地
方
富
豪
」
の
出
身
階
層
が
士
族
か
農
工
商
か
を
考
え
る
の
は
、
福
沢
の
議
論
の
中
で
は
意
味
の
な
い
作
業
で
あ
る
。
重
要
な
の

は
、
ど
の
階
層
で
あ
れ
、
彼
ら
が
富
と
知
識
を
身
に
つ
け
て
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
彼
ら
が
「
士
族
」

に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
福
沢
が
士
族
の
精
神
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
精
神
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
社
会
の
発
展
に
繫
が

る
と
唱
え
た
こ
と
は
、
特
に
『
分
権
論
』
と
の
関
係
を
中
心
に
、
よ
く
指
摘
さ
れ
て
き
た（（5
（

。
そ
う
い
う
福
沢
の
認
識
が
、
国
家
構
想

に
お
け
る
士
族
と
農
工
商
関
係
を
考
察
す
る
際
に
も
、
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
小
幡
と
福
沢
は
、
表
面
的
に
は
類
似
し
た
国
家
構
想
を
唱
え
て
い
る
。「
中
等
社
会
」
論

も
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
論
も
、
富
を
有
し
知
識
・
学
問
水
準
の
足
り
な
い
階
層
が
そ
れ
を
補
っ
て
い
く
こ
と
で
社
会
に
お
け
る

中
心
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
の
構
想
は
か
な
り
異
な
る
歴
史
観
、
階
層
観
の
上
に
立
っ

て
い
る
。
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・
徳
富
蘇
峰
の
「
中
等
民
族
」
論

　

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
、
徳
富
蘇
峰
は
雑
誌
『
国
民
之
友
』
を
通
し
て
日
本
的
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
構
想
で
あ
る
「
中
等
民
族
」

論
を
唱
え
る
。
具
体
的
に
は
、
蘇
峰
が
五
回
に
わ
た
っ
て
『
国
民
之
友
』
に
掲
載
し
た
論
説
「
隠
密
な
る
政
治
上
の
変
遷
」
を
指
す
。

既
に
蘇
峰
は
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
著
し
た
『
明
治
廿
三
年
後
ノ
政
治
家
ノ
資
格
ヲ
論
ス
』
に
お
い
て
、
維
新
後
の
日
本
の

社
会
構
造
を
「
決
シ
テ
維
新
前
破
壊
的
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
又
第
十
九
世
期
英
国
守
成
的
ノ
モ
ノ
ニ
モ
ア
ラ
ス
実
ニ
一
種
未
曾
有
ノ
モ

ノ
ニ
シ
テ
強
テ
古
今
ノ
歴
史
上
ニ
其
ノ
比
ヲ
求
メ
ン
ト
欲
セ
ハ
第
十
七
世
期
英
国
革
命
ト
稍
其
ノ
皮
相
ヲ
同
フ
ス
ル
モ
ノ
ア
リ（（5
（

」
と

把
握
し
た
上
で
、
一
九
世
紀
の
英
国
が
果
た
し
た
「
自
由
ノ
大
理
」
を
一
七
世
紀
の
状
態
に
留
ま
っ
て
い
る
日
本
も
果
た
す
た
め
に

は
、「
改
革
政
治
家
」
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
、「
中
等
民
族
」
論
の
原
型
と
な
る
構
想
を
述
べ
て
い
る
。「
改
革
政
治
家
」

な
る
も
の
は
、「
純
乎
た
る
学
者
ニ
モ
ア
ラ
ス
又
ハ
純
乎
た
る
実
務
家
ニ
モ
ア
ラ
ス
即
チ
遠
ク
社
会
ノ
外
ニ
モ
出
デ
ス
近
ク
社
会
ノ

内
ニ
モ
居
ラ
ス
学
者
ト
社
会
ノ
中
間
ニ
立
チ
以
テ
輿
論
ヲ
率
先
ス
ル
モ
ノ（（5
（

」
で
、
英
国
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
を
連
想
さ
せ
る
階
層
で
あ

る
。
三
年
後
に
展
開
さ
れ
る
「
中
等
民
族
」
論
は
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、
米
原
謙
は
指
摘
し
て

い
る（（5
（

。
・
蘇
峰
と
「
農
工
商
」

　
「
中
等
民
族
」
論
は
「
中
等
社
会
」
論
と
同
様
、
農
工
商
―
―
農
村
に
お
け
る
「
田
舎
紳
士
（
コ
ン
ツ
リ
ー
、
ゼ
ン
ツ
ル
メ
ン
）」
階

層
＋
都
市
に
お
け
る
「
工
商
人
民
」
階
層
―
―
と
士
族
を
対
置
さ
せ
る
形
で
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
結
論
と
し
て
農
工
商
に
期
待

を
抱
い
て
い
る
点
も
類
似
し
て
い
る
。
蘇
峰
に
よ
る
と
、「
中
等
民
族
」
の
最
も
相
応
し
い
担
い
手
は
農
工
商
、
そ
の
中
で
も
農
村

に
お
け
る
「
田
舎
紳
士
」
層
で
あ
る
。
彼
等
は
土
地
を
有
し
て
地
方
に
土
着
し
て
い
る
農
夫
層
で
、
農
村
に
お
け
る
全
て
の
出
来
事

を
指
揮
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
村
内
の
総
理
大
臣
」
と
も
言
う
べ
き
階
層
な
の
で
あ
る（（5
（

。
さ
ら
に
蘇
峰
は
、
日
本
は
「
市
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町
に
依
り
て
成
り
立
ち
た
る
国
に
非
ず
し
て
、
村
落
に
於
て
成
り
立
ち
た
る
国
な
り
」
と
見
做
し
た
上
で
、「
今
日
に
於
て
ハ
村
落

の
勢
力
ハ
（
東
京
、
京
都
、
大
阪
等
の
都
会
を
除
き
）
殆
ん
と
全
国
を
圧
す
と
謂
ハ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
そ
れ
然
り
田
舎
紳
士
の
勢
力
の

宏
大
な
る
豈
に
徒
然
な
ら
ん
哉
」
と
唱
え
る（（5
（

。
日
本
の
根
幹
は
都
市
で
は
な
く
村
落
で
あ
る
と
見
る
蘇
峰
に
と
っ
て
、
田
舎
紳
士
は

そ
の
村
落
社
会
を
支
え
て
い
る
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、「
中
等
民
族
」
と
な
り
得
る
資
格
を
十
分
に
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
「
工
商
」
層
は
、
商
売
に
関
し
て
は
堪
能
で
あ
る
が
、
社
会
公
共
の
事
に
関
し
て
は
「
感
覚
の
遅
鈍
な
る
、
其
の
思
想
の

貧
乏
な
る
」
も
の
で
、
さ
ら
に
何
よ
り
も
、「
依
然
た
る
被
治
者
意
識
」
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
工
商
」
層
は
、
平
等
社
会

で
あ
る
今
日
の
時
勢
に
必
用
な
る
資
格
を
有
し
て
い
な
い
と
、
蘇
峰
は
唱
え
る
。
た
だ
、
蘇
峰
は
「
工
商
」
層
へ
の
期
待
を
捨
て
て

は
い
な
い
。
商
工
産
業
の
特
殊
性
を
考
え
る
と
、
彼
ら
は
自
ら
の
力
で
産
業
の
利
害
を
「
商
工
人
民
の
利
害
ハ
、
商
工
人
民
の
力
に

依
っ
て
之
れ
を
保
護
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
」
と
述
べ
る
蘇
峰
は
、
そ
の
産
業
的
特
殊
性
か
ら
、「
工
商
」
層
に
は
驚
く
べ
き
政
治
的

価
値
が
あ
り
、
そ
れ
故
、「
商
工
者
流
が
漸
く
目
を
開
き
、
…
…
斯
く
の
如
き
日
来
る
と
の
決
し
て
遠
き
に
非
る
は
、
吾
人
が
且
つ

望
み
、
且
つ
祈
り
、
且
つ
信
す
る
所
な
り
と
す
」
と
、「
工
商
」
層
に
対
し
て
強
い
期
待
を
抱
い
て
い
る（（5
（

。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
の
故
、
蘇
峰
に
と
っ
て
「
中
等
民
族
」
の
創
出
に
相
応
し
い
階
層
は
、
農
村
の
「
田
舎
紳
士
」
と
「
工
商
」
層

を
合
わ
せ
た
、
農
工
商
層
で
あ
る
。
蘇
峰
は
「
中
等
民
族
」
を
、
社
会
に
お
け
る
知
識
・
富
・
政
権
の
分
配
に
お
い
て
中
心
的
な
役

割
を
担
当
す
る
階
層
で
あ
る
と
規
定
し
た
上
で
、「
我
か
農
工
商
の
人
民
は
、
其
進
歩
に
於
て
、
遅
速
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
其
進
路

に
於
て
、
障
碍
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
彼
等
は
早
晩
我
が
邦
に
於
て
、
所
謂
る
中
等
民
族
な
る
者
を
組
織
し
、
彼
等
の
団
結
一
致
し
た

る
勢
力
は
、
日
な
ら
ず
し
て
、
天
下
を
風
摩
横
行
す
る
に
至
ら
ん
、
是
れ
吾
人
か
今
日
に
於
て
予
言
す
る
所
な
り（（5
（

」
と
述
べ
、
農
工

商
が
「
中
等
民
族
」
な
る
勢
力
を
作
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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・
蘇
峰
と
「
士
族
」

　

こ
の
よ
う
な
農
工
商
観
が
蘇
峰
の
議
論
を
成
す
一
つ
の
軸
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
も
う
一
つ
の
軸
を
成
し
て
い
る
の
が
、
士
族

批
判
で
あ
る
。
蘇
峰
の
議
論
の
中
で
両
者
は
相
互
連
動
す
る
関
係
で
、
士
族
へ
の
批
判
は
即
ち
農
工
商
へ
の
高
評
価
に
繫
が
っ
て
い

く
。
そ
れ
は
特
に
、「
田
舎
紳
士
」
と
士
族
の
対
立
構
造
の
中
で
、
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
。

　

蘇
峰
が
「
田
舎
紳
士
」
を
高
評
価
す
る
の
は
、
彼
ら
が
「
士
族
で
は
な
い
」、「
士
族
根
性
」
に
染
ま
っ
て
い
な
い
の
も
重
要
な
理

由
で
あ
る
。「
士
族
根
性
」
と
は
、「
一
国
政
治
上
の
主
人
公
に
し
て
、
其
の
一
挙
一
動
は
、
常
に
政
治
の
機
関
を
し
て
、
殆
ん
ど
其

欲
す
る
儘
に
運
動
せ
し
め
た
り
き（（6
（

」
意
識
、
即
ち
旧
武
士
的
な
統
治
者
意
識
で
あ
る
。
こ
う
し
た
治
者
意
識
は
明
治
以
前
の
封
建
世

襲
の
社
会
で
は
有
効
な
精
神
で
あ
っ
た
が
、
明
治
と
い
っ
た
「
自
立
、
自
活
、
自
治
の
社
会
」
に
お
い
て
は
向
い
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
。
士
族
に
は
政
治
社
会
の
主
人
公
意
識
が
基
本
的
に
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
排
除
し
な
い
限
り
、
彼
ら
が
保
守
論
を
唱
え
る
の

で
あ
れ
自
由
論
を
唱
え
る
の
で
あ
れ
、
そ
の
目
的
は
政
権
の
獲
得
に
帰
結
し
て
し
ま
う
た
め
、
士
族
に
は
社
会
の
局
面
を
一
新
す
る

こ
と
を
期
待
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
蘇
峰
の
士
族
に
対
す
る
認
識
で
、
批
判
点
で
あ
っ
た
。
米
原
の
指
摘
通
り
、
蘇
峰
は
明
ら
か

に
「
田
舎
紳
士
」
を
士
族
と
対
置
さ
せ
、
士
族
主
導
の
政
治
を
批
判
し
な
が
ら
、
そ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
「
田
舎
紳
士
」
を
設

定
し
て
い
る（（6
（

。

　

こ
の
よ
う
な
蘇
峰
の
士
族
に
対
す
る
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
は
か
な
り
激
し
い
も
の
で
、
士
族
の
精
神
を
高
評
価
す
る
福
沢
の
立
場

と
真
逆
に
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
小
幡
の
士
族
観
に
比
べ
て
も
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
小
幡
は
新
時

代
に
お
け
る
士
族
階
層
を
「
無
用
の
長
物
」
と
見
做
し
な
が
ら
も
、
彼
等
が
持
っ
て
い
る
能
力
（
教
育
）
を
同
時
に
取
り
上
げ
、
そ

の
能
力
を
明
治
と
い
う
新
時
代
で
活
か
す
方
法
を
提
示
し
な
が
ら
、
農
工
商
と
士
族
の
融
合
を
模
索
し
て
い
る
姿
も
同
時
に
表
し
て

お
り
、
士
族
の
社
会
的
な
役
割
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
姿
も
見
せ
て
い
る
。
一
方
で
蘇
峰
の
場
合
、
小
幡
と
同
様
の
認
識
か
ら
士
族

を
「
哀
は
れ
な
る
者（（6
（

」
と
見
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
等
の
役
割
自
体
が
新
時
代
に
お
い
て
は
必
要
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、
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「
士
族
の
勢
力
の
日
々
に
減
少
す
る
は
、
士
族
の
為
め
に
は
誠
に
悲
歎
す
べ
し
、
然
れ
ど
も
一
国
の
進
歩
の
為
め
に
は
、
士
族
て
ふ

一
種
の
政
治
要
素
の
速
か
に
分
解
消
散
せ
ん
こ
と
を
願
は
ざ
る
を
得
ず（（6
（

」
と
、
士
族
は
消
滅
す
る
べ
き
で
あ
る
と
ま
で
断
言
し
て
い

る
。

　

小
幡
が
高
評
価
し
た
士
族
の
教
育
水
準
に
関
し
て
も
、
蘇
峰
は
教
育
と
い
う
も
の
自
体
が
今
日
に
お
い
て
は
「
普
通
教
育
全
国
に

行
は
れ
、
何
人
と
雖
も
字
を
知
り
、
書
を
読
む
こ
と
を
得
る
の
道
開
け（（6
（

」
と
、
階
層
を
問
わ
ず
普
及
し
て
い
る
と
言
っ
た
上
で
、
洋

学
と
い
っ
た
「
泰
西
的
の
教
育
」
を
受
け
た
多
く
の
士
族
の
子
弟
は
も
う
「
士
族
根
性
」
を
有
し
て
い
な
い
世
代
な
の
で
、
士
族
で

は
な
い
と
唱
え
て
い
る
。
小
幡
の
「
青
年
の
士
、
用
途
広
し
」
と
蘇
峰
の
「
隠
密
な
る
政
治
上
の
変
遷
」
が
殆
ど
同
時
期
（
一
八
八

八
年
、
一
八
八
九
年
）
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
両
者
の
士
族
に
対
す
る
観
点
は
、
明
確
に
異
な
る
部
分
が
あ
る
。

・
福
沢
、
蘇
峰
、
小
幡

　

三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
提
唱
し
た
日
本
的
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
論
は
、
富
を
持
つ
地
方
の
農
工
商
層
が
知
識
と
教
養
を
磨
き
、
維
新
前
の
時

代
よ
り
積
極
的
か
つ
中
心
的
な
社
会
的
役
割
を
担
当
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
基
本
的
に
は
同
じ
構
想
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
を
導
き
出
す
ま
で
の
過
程
の
中
で
働
い
て
い
る
歴
史
認
識
や
階
層
観
に
は
そ
れ
ぞ
れ
相
違
が
あ
り
、

結
果
的
に
、
異
な
る
士
族
・
農
工
商
観
の
も
と
に
同
じ
結
果
を
導
き
出
す
と
い
う
興
味
深
い
思
想
的
流
れ
を
表
し
て
い
る
。

　

福
沢
の
議
論
の
特
徴
は
、
士
族
中
心
の
歴
史
観
か
ら
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
士
族
が
維
新
以
前
か
ら
行
っ
て
き

た
社
会
的
・
政
治
的
役
割
や
精
神
を
高
評
価
し
、
彼
ら
が
明
治
以
前
の
社
会
に
お
い
て
旧
支
配
層
と
し
て
有
し
て
い
た
能
力
が
、
明

治
時
代
に
も
有
効
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
上
で
、「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
の
具
体
像
を
導
き
出
し
て
い
る
。
福
沢
の
議
論
の
中
で

「
地
方
富
豪
」
の
具
体
的
な
階
層
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
富
を
有
し
て
い
る
農
工
商
で
あ
る
可
能
性
も
、
農
工
商
業
に
投

身
し
た
士
族
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
よ
り
重
要
な
の
は
、「
地
方
富
豪
」
が
知
識
や
教
養
を
積
ん
で
社
会
の
気
風
を
一
新
す
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る
こ
と
自
体
が
、「
士
族
化
」
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
福
沢
の
国
家
構
想
の
中
心
に
は
士
族
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
で
蘇
峰
は
、
士
族
に
対
す
る
徹
底
的
な
批
判
意
識
に
基
づ
い
て
、「
中
等
民
族
」
論
を
展
開
し
て
い
る
。
蘇
峰
は
徳
川
時
代

と
明
治
時
代
を
は
っ
き
り
と
断
絶
さ
せ
た
上
で
、
士
族
が
い
ま
だ
に
捨
て
ら
れ
て
い
な
い
統
治
者
意
識
、
即
ち
「
士
族
根
性
」
が
、

新
時
代
を
迎
え
た
日
本
の
発
展
を
妨
げ
て
い
る
と
診
断
す
る
。
蘇
峰
が
新
時
代
の
新
た
な
中
心
階
層
と
し
て
地
方
富
農
層
で
あ
る

「
田
舎
紳
士
」
を
中
心
と
す
る
農
工
商
を
想
定
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
士
族
に
対
す
る
批
判
意
識
と
、
地
方
村
落
を
根
幹
と

し
て
き
た
日
本
と
い
う
国
の
歴
史
的
特
性
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
新
時
代
に
お
け
る
農
工
商
の
台
頭
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
、
彼
の
「
平
民
主
義
」
構
想
の
一
環
で
も
言
え
る
も
の
で
、
そ
の
中
で
士
族
の
居
場
所
は
な
い
。
士
族
は
単
な
る
批
判
の
対
象
に

と
ど
ま
ら
ず
、
最
終
的
に
消
滅
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
幡
の
「
中
等
社
会
」
論
は
、
い
わ
ば
、
福
沢
と
蘇
峰
の
議
論
の
間
に
位
置
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
小
幡
は
蘇
峰
と
同
様
、
時

代
の
変
遷
に
よ
っ
て
士
族
の
階
級
的
必
要
性
が
消
滅
し
て
い
く
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
福
沢
と
違
う
ス
タ
ン
ス
を
見
せ

て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
蘇
峰
の
よ
う
に
士
族
を
完
全
に
消
滅
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
も
見
做
し
て
い
な
い
。
蘇
峰
が
士
族
の
衰
退
を

「
士
族
根
性
」
と
い
う
士
族
が
有
し
て
い
る
属
性
か
ら
見
つ
け
て
い
る
の
な
ら
ば
、
小
幡
は
士
族
の
衰
退
を
時
代
の
変
化
に
よ
る
必

然
的
な
結
果
、
即
ち
社
会
的
環
境
の
変
化
か
ら
見
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
故
、
小
幡
は
士
族
が
直
面
し
た
状
況
を
現
実
主
義
的
観
点
か

ら
分
析
し
、
彼
ら
が
自
立
・
独
立
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
を
提
示
し
て
お
り
、
蘇
峰
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
宥
和
的
な
ス
タ
ン
ス

を
取
っ
て
い
る
。
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五
、
終
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
小
幡
が
唱
え
た
日
本
的
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
構
想
で
あ
る
「
中
等
社
会
」
構
想
と
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
士
族
観
に
つ

い
て
分
析
し
た
。
そ
の
上
で
、
福
沢
や
蘇
峰
が
唱
え
た
同
様
の
議
論
と
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
小
幡
思
想
の
特
徴
を
よ
り
明

確
に
表
す
こ
と
を
試
み
た
。
小
幡
は
、
明
治
と
い
う
新
時
代
に
お
け
る
、
旧
百
姓
町
人
身
分
で
あ
る
農
工
商
の
重
要
性
を
認
識
し
て

お
り
、
旧
武
士
層
で
あ
る
士
族
は
時
代
の
変
化
に
よ
り
衰
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
農
工
商
が
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
通
し
て
日
本
の
「
中
等
社
会
」
の
主
な
担
い
手
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
小
幡
が
士
族
の
存
在
意
義
を
完
全
に
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
明
治
に
入
っ
て
統
治
者
と
し
て
の
天
賦
的
な
身
分
を

失
い
家
禄
を
剝
奪
さ
れ
た
士
族
が
直
面
し
た
現
状
を
分
析
し
た
上
で
、
そ
の
都
度
、
時
事
に
応
じ
た
現
実
的
な
対
策
を
提
示
し
て
い

っ
た
。
こ
う
し
た
小
幡
の
ス
タ
ン
ス
は
、
連
続
的
な
歴
史
認
識
を
も
と
に
士
族
の
精
神
を
高
評
価
す
る
福
沢
や
、
そ
れ
と
は
真
逆
に

士
族
を
徹
底
的
に
批
判
し
そ
の
消
滅
を
主
張
す
る
蘇
峰
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
小
幡
の
国
家
構
想
及
び
士
族
観
は
、
彼
の
思
想
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
ず
、
さ
ら
な
る
研
究
の
余
地
は
大
い
に

存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
の
刊
行
事
業
等
、
小
幡
研
究
の
た
め
の
体
系
的
な
手
引
き
が
出
さ
れ
始
め
て

い
る
今
日
、
本
稿
に
対
す
る
批
判
的
再
検
討
を
含
め
、
小
幡
思
想
を
究
明
す
る
様
々
な
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
1
）　

住
田
孝
太
郎
「
小
幡
篤
次
郎
書
簡
紹
介
：
鹿
島
秀
麿
宛
書
簡
と
明
治
一
四
年
の
政
変
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
四
七
号
、
福
沢
諭
吉

協
会
、
二
〇
二
〇
年
）、
四
七
頁
。

（
2
）　

ハ
サ
ン
・
カ
マ
ル
・
ハ
ル
ブ
「
小
幡
篤
次
郎
の
啓
蒙
活
動
の
礎
に
関
す
る
再
評
価
：『
天
変
地
異
』
を
中
心
に
：
再
録
」（
前
掲
『
福

沢
諭
吉
年
鑑
』
第
四
七
号
）、
八
一
頁
。
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（
3
）　

池
田
幸
弘
「
翻
訳
史
の
な
か
の
経
済
書
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
四
七
号
）、
一
〇
五
頁
。

（
4
）　

小
幡
篤
次
郎
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
一
巻
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
）、
ⅳ
頁
。

（
5
）　
『
天
変
地
異
』
と
種
本
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
前
掲
「
小
幡
篤
次
郎
の
啓
蒙
活
動
の
礎
に
関
す
る
再
評
価
」
を
参
照
。『
生
産
道

案
内
』
と
種
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
翻
訳
史
の
な
か
の
経
済
書
」
を
参
照
。
ま
た
、
弟
で
あ
る
甚
三
郎
と
の
共
同
作
業
で
誕
生

し
た
英
語
文
法
書
『
英
文
熟
語
集
』
に
見
ら
れ
る
翻
訳
観
に
つ
い
て
は
、
竹
中
龍
範
「
小
幡
篤
次
郎
・
小
幡
甚
三
郎
纂
輯
『
英
文
熟
語

集
』
解
題
：
再
録
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
四
七
号
）
を
参
照
。
一
方
で
、
小
幡
の
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
翻
訳
に
関

し
て
は
、
舩
木
恵
子
「
小
幡
篤
次
郎
訳
『
弥
児
氏
宗
教
三
論
』
と
一
九
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」（『
武
蔵
大
学
総
合
研
究
機
構
紀
要
』
第
三

一
号
、
二
〇
二
二
年
）
等
を
参
照
。

（
6
）　

西
沢
直
子
の
研
究
に
つ
い
て
は
「
転
換
期
に
お
け
る
小
幡
篤
次
郎
の
志
向
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
四
七
号
、
二
〇
二
〇
年
）、「
小

幡
篤
次
郎
そ
の
思
想
と
活
動
：
交
詢
社
設
立
ま
で
を
中
心
に
」（『
甲
南
法
学
』
第
五
七
号
、
二
〇
一
七
年
）、「
小
幡
篤
次
郎
の
議
員
活

動
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
四
四
号
、
二
〇
一
七
）
等
を
参
照
。

（
7
）　

住
田
孝
太
郎
「
小
幡
篤
次
郎
の
思
想
像
：
同
時
代
評
価
を
手
が
か
り
に
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
8
）　
「
談
話
会
会
則
草
案
」（
熊
谷
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
市
史
編
さ
ん
室
編
『「
七
名
社
」
の
時
代
』（『
熊
谷
市
資
料
集
』
七
、
熊

谷
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
市
史
編
さ
ん
室
、
二
〇
一
三
年
）、
一
五
七
頁
。

（
9
）　

前
掲
『「
七
名
社
」
の
時
代
』、
一
頁
。

（
10
）　

前
掲
『「
七
名
社
」
の
時
代
』、
一
二
頁
。

（
11
）　

以
上
を
含
む
七
名
社
の
創
設
社
員
の
略
歴
に
関
し
て
は
、
前
掲
『「
七
名
社
」
の
時
代
』、
四
～
五
頁
を
参
照
。

（
12
）　

以
上
を
含
む
七
名
社
と
慶
応
義
塾
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
前
掲
『「
七
名
社
」
の
時
代
』、
六
頁
を
参
照
。

（
13
）　

前
掲
『「
七
名
社
」
の
時
代
』、
一
五
六
頁
。

（
14
）　

小
幡
篤
次
郎
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
四
年
）、
二
七
七
～
二

七
八
頁
。

（
15
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
二
七
八
頁
。

（
16
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
二
七
九
頁
。
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（
17
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
二
七
九
頁
。

（
18
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
二
八
〇
頁
。

（
19
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
二
七
七
頁
。

（
20
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
二
八
一
頁
。

（
21
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
二
八
〇
～
二
八
一
頁
。

（
22
）　H

enry T
hom

as Buckle, edited w
ith a Biographical N

otice by H
elen T

aylor, M
iscellaneous and Posthum

ous 
W

orks of H
enry T

hom
as Buckle,  V

ol. 1, London: Longm
ans, Green, and Co., 1872, pp. 495-496.

（
23
）　Barnaby Rich, W

ith an Introduction and N
otes by Peter Cunningham

, T
he H

onestie of this A
ge: Proving by 

G
ood Circum

stance that the W
orld w

as N
ever H

onest till N
ow

,  London: Reprinted for the Percy Society, by T
. 

Richards, 100, ST
. M

artin’s Lane., 1844, p. v.

（
24
）　

翻
訳
文
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
『
法
の
精
神
』（
井
上
幸
治
編
『
世
界
の
名
著
』
第
二
八
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
）、
五
〇
二

～
五
〇
三
頁
を
参
照
し
た
。

（
25
）　

安
西
敏
三
「
近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
バ
ッ
ク
ル
問
題
（
一
）」（『
甲
南
法
学
』
第
四
八
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
四
〇
～
四
一
頁
。

（
26
）　M

iscellaneous and Posthum
ous W

orks of H
enry T

hom
as Buckle, V

ol. 1, p. 185.

（
27
）　Ibid., p. 186.

（
28
）　H

enry T
hom

as Buckle, H
istory of Civilization in E

ngland, V
ol. 1, London: Grant Richards, 1857, p. 159.

（
29
）　Ibid., pp. 159-161.

（
30
）　Ibid., p. 162.

（
31
）　
「
明
治
九
年
八
月
第
百
九
号
布
告
ヲ
以
テ
金
禄
公
債
証
書
書
入
質
入
并
売
買
約
定
取
結
候
儀
及
禁
止
置
候
処
右
証
書
下
付
候
上
ハ
書

入
質
入
売
買
否
若
候
此
旨
布
告
候
事　

明
治
十
一
年
年
九
月
九
日　

太
政
大
臣
三
条
実
美
」、
明
治
一
一
年
九
月
一
〇
日
付
『
郵
便
報
知

新
聞
』。

（
32
）　

明
治
十
一
年
九
月
十
日
付
『
郵
便
報
知
新
聞
』。

（
33
）　

明
治
十
一
年
九
月
十
九
日
付
『
郵
便
報
知
新
聞
』。
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（
34
）　

明
治
十
一
年
九
月
二
十
日
付
『
郵
便
報
知
新
聞
』。

（
35
）　

小
幡
篤
次
郎
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
二
巻
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
三
年
）、
四
一
二
頁
。

（
36
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
二
巻
、
四
一
三
頁
。

（
37
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
二
巻
、
四
一
三
頁
。

（
38
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
二
巻
、
四
一
四
頁
。

（
39
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
三
六
四
頁
。

（
40
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
三
六
六
頁
。

（
41
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
三
六
七
頁
。

（
42
）　

前
掲
『
小
幡
篤
次
郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
三
六
八
頁
。

（
43
）　

慶
応
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）、
六
一
頁
。

（
44
）　
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
と
慶
応
義
塾
「
社
中
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
姜
兌
玧
『
福
沢
諭
吉
の
初
期
思
想
：
近
代
的
概
念
の
受
容

と
変
容
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
）
第
三
章
を
参
照
。

（
45
）　

代
表
的
に
「
学
者
職
分
論
争
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
46
）　

石
井
寿
美
世
「
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
「
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
」
と
地
方
富
豪
―
明
治
前
半
期
を
中
心
に
―
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第

三
七
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
五
八
～
六
七
頁
。

（
47
）　

慶
応
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
二
二
一
頁
。

（
48
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
五
巻
、
二
二
一
頁
。

（
49
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
五
巻
、
二
二
二
頁
。

（
50
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
五
巻
、
二
二
三
頁
。

（
51
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
五
巻
、
二
二
一
～
二
二
二
頁
。

（
52
）　

代
表
的
に
、
小
川
原
正
道
『
福
沢
諭
吉
の
政
治
思
想
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
第
三
章
を
参
照
。

（
53
）　

植
手
通
有
編
『
明
治
文
学
全
集
』
第
三
四
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
）、
二
四
頁
。

（
54
）　

前
掲
『
明
治
文
学
全
集
』
第
三
四
巻
、
二
五
頁
。
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（
55
）　

米
原
謙
「
初
期
蘇
峰
と
「
平
民
主
義
」
の
挫
折
」（『
立
命
館
法
学
』
第
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
二
五
〇
八
頁
。

（
56
）　
『
国
民
之
友
』
第
一
六
号
（
民
友
社
、
明
治
二
一
年
）、
八
七
～
八
八
頁
。

（
57
）　

前
掲
『
国
民
之
友
』
第
一
六
号
、
九
一
頁
。

（
58
）　
『
国
民
之
友
』
第
一
八
号
（
民
友
社
、
明
治
二
一
年
）、
一
七
六
～
一
七
七
頁
。

（
59
）　
『
国
民
之
友
』
第
一
九
号
（
民
友
社
、
明
治
二
一
年
）、
二
一
七
頁
。

（
60
）　
『
国
民
之
友
』
第
一
五
号
（
民
友
社
、
明
治
二
一
年
）、
四
三
頁
。

（
61
）　

前
掲
「
初
期
蘇
峰
と
「
平
民
主
義
」
の
挫
折
」、
二
五
〇
八
頁
。

（
62
）　

前
掲
『
国
民
之
友
』
第
一
五
号
、
五
〇
頁
。

（
63
）　

前
掲
『
国
民
之
友
』
第
一
五
号
、
四
九
頁
。

（
64
）　

前
掲
『
国
民
之
友
』
第
一
五
号
、
四
九
頁
。




